
神戸を代表する名勝の地として知られており、上から雄
滝、夫婦滝、鼓ヶ滝、雌滝の４つの滝を総称して「布引の
滝」と呼んでいます。この滝には、古来から数多くの貴族
や歌人が訪れており、「伊勢物語」などの古典文学作品
などにもしばしば登場します。また、滝には竜宮城の乙姫
さまが住んでおり、布引の滝が白く見えるのは、この乙
姫が着ている白い布がさらされているからだという言い
伝えがあります。

布引の滝

正式名称は「五本松堰堤」といい、明治33（1900）年に
完成した日本最古の重力式コンクリートダムです。文化
財的な価値を損なわずに耐震補強工事が実施され、現
在も良好な状態で保存・使用されている全国的にも数
少ない明治時代からの現役の水道施設です。布引ダム
の他、ハイキングルート入り口にあるレンガ積の砂子橋などを含めた布引水源地水
道施設は、平成18(2006)年に国の重要文化財に指定されています。

布引ダム（布引貯水池）

布引の滝周辺マップ布引の滝周辺マップ 周辺観光施設

神戸の市街地が一望できる、大変眺め
の良いオススメ休憩スポットです。神戸
空港やハーバーランド、天気の良い日
は、関西国際空港まで見えます。ここに
は、「毎 日 登
山」をされる
方の署名所
があります。

みはらし展望台
明治38（1905）年に川崎造船所の創
業者、川崎正蔵が建立したものです。
境内にある多宝塔は、もと明王寺（垂
水区名谷町）にあったのものを正蔵が
移築したもので、国の重要文化財に指
定されていま
す。境内の紅葉
が大変美しく、
地元お勧めの紅
葉スポットです。

徳光院

布引の滝上流にある橋であり、平成１８
年に六甲山国立公園編入50周年記念
事業の一つとして徳島の「祖谷のかず
ら橋」風に飾り付けられました。ツルは
繁殖しすぎると樹木の成長を妨げるた
め、茂りすぎた
ツルを刈り取り、
欄干に巻きつけ
ています。

さるのかずら橋
布引ダムの横には、雨が降ってダムが
満水になり、放流する時だけ現れる滝
があります。この幻の滝には、公募に
よって平成19（2007）年に「五本松か
くれ滝」とい
う名前がつ
けられまし
た。

五本松かくれ滝

滝山城は、標高３２3ｍの城山にあった
中世の山城です。現在、山の頂上には
「史蹟　滝山城阯」の大きな石碑が
建っています。築城
年代、築城者とも
不明です。戦国時
代には松永久秀が
ここに拠り、猿楽や
連歌の宴を催しま
した。

滝山城阯の碑

神戸布引ハーブ園は六
甲山の中腹に位置する
公 園 で、200種7万5千
株のハーブや花々が植
えられており、四季折々
に楽しむことができます。
麓の駅から神戸布引ハーブ園までをつな
ぐ6人乗りのゴンドラ「新神戸ロープ
ウェー」からは神戸の景色も楽しめます。

神戸布引ハーブ園と
新神戸ロープウェー

布引三十六 歌碑
明治のはじめ頃、「花園社」という市民団体が、平安時代から江戸時代に詠まれた
滝にまつわる名歌三十六の碑を建立しました。その後散逸していましたが、
新神戸駅からみはらし展望台までのハイキングコースや、
生田川沿いの生田川公園に全て復興されました
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布引・市ヶ原広域マップ布引・市ヶ原広域マップ

布引・市ヶ原を美しくする会

発行・監修：布引・市ヶ原を美しくする会 平成25年2月
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❶ハイカーどうし出会ったら、あいさつをかわしましょう。「こんにちは！」
❷草木を大切に･･･山の草木を折ったり、持ち帰るのはやめましょう。
❸自然を汚さないように･･･ごみは家に持ち帰りましょう。
❹山火事をおこさないように・・・歩きタバコ、ポイ捨てはやめましょう。
❺イノシシに注意･･･イノシシに出会ったら、手を出したり、餌を与えるのはやめま
　しょう。近づいてきたら、ゆっくりと後ずさりしましょう。

❻安全にハイキングを楽しむために･･･六甲山は身近な山ですが、道迷いによる遭
　難事件が多く発生しています。実際に山へ行くときには、登山地図、コンパス、ライ
　ト、防寒具など、登山に必要なものを持参しましょう。
❼安全な川遊びのために･･･川に行くときは天気予報をチェックし、必ず誰かと一緒
　に行きましょう。また、川に着いたら注意看板や回転灯をチェックし、雷が鳴り出し
　たり雨が降ってきたときはすぐに川から離れましょう。

監修：布引愛山会、布引登山会、布引の滝愛山会、布引みはらし登山会、神戸ヒヨコ登山会布引支部
生き物写真提供：清水孝之、松重和太、安井幸男
お問合せ先：布引・市ヶ原を美しくする会事務局（中央区まちづくり推進課内）☎０７８（２３２）４４１１

布引・市ヶ原を美しくする会　　　　　　　　　　　
布引・市ヶ原を美しくする会は、昭和５４年の設立以来、神戸市民の財産である布引・
市ヶ原の自然を市民の手で守り、育てるとともに、その自然とのふれあいの中で青少年
の健全育成を図ることを目的として活動を行っています。

おすすめハイキングコース

周辺で観察できる生き物たち

フ
ァ
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ー
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ー
ス

経
験
者
コ
ー
ス

●新神戸駅→布引の滝→新神戸駅　1km （40分）

●新神戸駅→北野（北野道）→新神戸駅　2km（50分）

●新神戸駅→布引の滝→徳光院→新神戸駅　2km（50分）

●新神戸駅→布引の滝→布引貯水池→新神戸駅　4km（90分）

●新神戸駅→布引の滝→布引貯水池→市ヶ原→新神戸駅　6km（120分）

●新神戸駅→滝山城跡→猿のかずら橋→新神戸駅　3km（80分）

●新神戸駅→滝山城跡→北野町　6km（150分）

●新神戸駅→布引の滝→水天宮→ハーブ園→世継山
　→市ヶ原→新神戸駅　6km （150分）

●新神戸駅→布引の滝→市ヶ原→大龍寺→修法ヶ原
　→市章山・錨山→ビーナスブリッジ→諏訪山　8km（180分）

きれいな河川中流
域に生息するカエ
ル。見た目の地味さ
と異なり、その鳴き
声は大変美しい。

カジカガエル
体長４～６cmほど
のハゼの仲間。腹び
れが吸盤状になって
おり、川底に張り付
いてはうように進む。

カワヨシノボリ

コバルト色の背中と
オレンジ色のお腹
が美しい小鳥。水面
近くを飛び、ときに
「チッツー！」と鳴く。

カワセミ 
雄は青色、雌は褐色
で、雄雌ともに脇は
オレンジ色。ヒョロ
ヒュルルリッとさえ
ずる。

ルリビタキ

ホタルカズラ

神戸の守りたい生きもの百選

神戸の守りたい生きもの百選

布引・市ヶ原周辺は、都心部からすぐのところにありながら、
多くの自然に触れることができ、多くの生き物も生息しています。

これからもこの貴重な資源を守っていきましょう。
M a p  o f  N u n o b i k i  n o  T a k i

マナーを

守って、

みんな楽
しい

ハイキン
グ

はさみに濃い毛が
生える。主に河川に
生息するが秋から
冬にかけては繁殖
のために海へ下る。

モクズガニ 神戸の守りたい生きもの百選

KOBE

４～６月頃に青紫色
の花が咲く。名前の
由来は、花の中央の
白い星形を蛍の光
にたとえたことから、
といわれている。
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（旧：さるのかけ橋） （「浅見の滝」と呼ばれたこともありました）


